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言
『
楚
辞
』
の
現
存
す
る
最
古
の
注
釈
で
あ
る
王
逸
『
楚
辞
章
句
』
は
、
そ
の
注
釈
に
さ
ま
ざ
ま
な
典
籍
を
用
い
て
い
る
が
、
中
で
も
『
詩
経
』
の
引
用
が
群

を
抜
い
て
多
い
こ
と
が
、
宮
野
直
也
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
1
。
ま
た
蒋
天
枢
は

王
逸
之
學
、
本
出
民
間
流
傳
系
統
、
而
又
得
「
左
右
采
獲
」
於
各
家
之
書
、
以
爲
『
楚
辭
章
句
』。『
章
句
』
雖
兼
采
衆
説
、
除
明
著
引
用
「
淮
南
子
曰
」

者
外
、
絶
不
見
引
及
劉
安
・
班
固
・
賈
逵
之
説
者
、
…
…

王
逸
の
学
問
も
、
も
と
も
と
民
間
で
流
伝
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
諸
家
の
書
物
か
ら
「
そ
れ
ぞ
れ
採
っ
て
解
釈
を
得
て
」2
、『
楚
辞
章
句
』

を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。『
章
句
』
は
多
く
の
説
を
兼
ね
て
採
っ
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
明
白
に
「『
淮
南
子
』
曰
く
」
と
引
用
し
て
い
る
以
外
に
、
劉

安
（『
淮
南
子
』
の
編
者
）・
班
固
・
賈
逵
の
説
を
引
い
て
い
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
…
…

と
指
摘
す
る
3
。
こ
の
よ
う
に
王
逸
の
引
書
に
明
白
な
偏
り
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
王
逸
自
ら
が
自
分
よ
り
以
前
に
『
楚
辞
』
に
章
句
を
施
し
て
い
た
と
言
及
す

る
4
班
固
や
賈
逵
の
説
を
『
楚
辞
章
句
』
に
引
か
な
い
こ
と
は
、
果
た
し
て
偶
然
で
あ
ろ
う
か
。

実
は
王
逸
自
身
の
説
の
中
に
、
こ
れ
が
意
図
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
窺
え
る
記
述
が
あ
る
。
宮
野
氏
は
『
楚
辞
章
句
』
序
の

夫
離
騷
之
文
、依
託
五
經
以
立
義
焉
。「
帝
高
陽
之
苗
裔
」、則
「
厥
初
生
民
、時
惟
姜
嫄
」
也
。「
紉
秋
蘭
以
為
佩
」、則
「
將
翱
將
翔
、佩
玉
瓊
琚
」
也
。
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「
夕
攬
洲
之
宿
莽
」、則
『
易
』「
潛
龍
勿
用
」
也
。「
駟
玉
虯
而
乘
鷖
」、則
「
時
乘
六
龍
以
御
天
」
也
。「
就
重
華
而
敶
詞
」、則
『
尚
書
』
咎
繇
之
謀
謨
也
。

「
登
崑
崙
而
涉
流
沙
」、
則
『
禹
貢
』
之
敷
土
也
。

夫
れ
離
騒
の
文
は
、五
経
に
依
託
し
て
以
て
義
を
立
つ
。「
帝
高
陽
の
苗
裔（
離
騒
）」は
、則
ち「
厥
の
初
め
の
生
民
は
、時こ

れ
惟
れ
姜
嫄（『
詩
経
』大
雅「
生
民
」）」

な
り
。「
秋
蘭
を
紉つ
づ

り
て
以
て
佩
と
為
す
（
離
騒
）」
は
、
則
ち
「
将
翱
将
翔
、
佩
玉
瓊
琚
（『
詩
経
』
鄭
風
「
有
女
同
車
」）」
な
り
。「
夕
に
洲
の
宿
莽
を
攬と

る
」、

は
、則
ち
『
易
（
乾
）』
の
「
潜
竜 

用
う
る
勿
れ
」
な
り
。「
玉
虯
を
駟
と
し
て
鷖
に
乗
る
（
離
騒
）」
は
、則
ち
「
時
に
六
竜
に
乗
り
以
て
天
を
御
す
（『
周
易
』

乾
）」
な
り
。「
重
華
に
就
き
て
詞
を
敶の

べ
ん
」
は
、
則
ち
『
尚
書
（
皋
陶
謨
）』
の
咎
繇
の
謀
謨
な
り
。「
崑
崙
に
登
り
て
流
沙
を
渉
る
（
離
騒
）」
は
、
則
ち

『（『
尚
書
』）
禹
貢
』
の
土
を
敷の

ぶ
る
な
り
。

と
い
う
部
分
が
、
そ
の
後
に
引
用
す
る
班
固
「
離
騒
序
」
に

淮
南
王
安
敘
「
離
騷
傳
」、以
國
風
好
色
而
不
淫
、小
雅
怨
誹
而
不
亂
、若
「
離
騷
」
者
、可
謂
兼
之
。
蟬
蛻
濁
穢
之
中
、浮
游
塵
埃
之
外
、皭
然
泥
而
不
滓
。

推
此
志
、
雖
與
日
月
爭
光
可
也
。
斯
論
似
過
其
真
。

淮
南
王
安
「
離
騒
伝
」
を
敘
し
、
以
て
国
風
は
好
色
に
し
て
淫
せ
ず
、
小
雅
は
怨
誹
し
て
乱
れ
ず
、「
離
騒
」
の
若ご
と

き
者
は
、
之
を
兼
ぬ
と
謂
う
べ
し
。

濁
穢
の
中
に
蟬
蛻
し
、
塵
埃
の
外
に
浮
游
し
、
皭
然
（
汚
れ
が
な
い
さ
ま
）
と
し
て
泥
に
し
て
滓
せ
ず
（
泥
の
中
に
沈
澱
し
な
い
）。
此
の
志
を
推
せ
ば
、
日
月

と
光
を
争
う
と
雖
も
可
な
り
と
。
斯こ

の
論
は
其
の
真
を
過
ぐ
る
に
似
た
り
。

と
云
う
の
に
反
駁
す
べ
く
、
逐
一
経
書
を
引
い
て
「
経
義
所
載
」
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
も
の
だ
と
指
摘
す
る
5
。

班
固
「
離
騒
序
」
は
、
前
引
の
部
分
に
続
い
て
劉
安
の
説
が
当
を
失
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
か
ら
、
博
く
経
書
や
伝
記
の
本
文
を
採
っ
て
注
解
を
施
し
た

と
言
い
、
次
の
よ
う
に
説
く
。

且
君
子
道
窮
、
命
矣
。
故
潛
龍
不
見
是
而
無
悶
。「
關
雎
」
哀
周
道
而
不
傷
。
蘧
瑗
持
可
懷
之
智
、
甯
武
保
如
愚
之
性
、
咸
以
全
命
避
害
、
不
受
世
患
。

故
大
雅
曰
「
既
明
且
哲
、以
保
其
身
。」
斯
爲
貴
矣
。
今
若
屈
原
、露
才
揚
己
、競
乎
危
國
群
小
之
閒
、以
離
讒
賊
。
然
責
數
懷
王
、怨
惡
椒
蘭
、愁
神
苦
思
、

強
非
其
人
、
忿
懟
不
容
、
沈
江
而
死
、
亦
貶
絜
狂
狷
景
行
之
士
。
多
稱
崑
崙
・
冥
婚
・
宓
妃
・
虛
無
之
語
、
皆
非
法
度
之
政
、
經
義
所
載
。
謂
之
兼
『
詩
』

風
雅
、
而
與
日
月
爭
光
、
過
矣
。
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且
つ
君
子
の
道
窮
ま
る
は
、
命
な
り
。
故
に
潜
竜
是こ
こ

に
見あ
ら
われ
ず
と
も
悶
無
し
。「
関
雎
」
は
周
道
を
哀
し
み
て
傷や
ぶ

ら
ず
。
蘧
瑗
は
懐い
だ

く
べ
き
の
智
を
持

し
、
甯
武
は
如
愚
の
性
を
保
ち
、
咸
な
以
て
命
を
全
う
し
害
を
避
け
、
世
の
患わ
ざ
わい
を
受
け
ず
。
故
に
大
雅
（「
烝
民
」）
に
曰
く
「
既
に
明
に
し
て
且
つ
哲
、

以
て
其
の
身
を
保
つ
」
と
。
斯
れ
貴
し
と
為
す
。
今
屈
原
の
若
き
は
、
才
を
露
し
己
を
揚
げ
、
危
国
群
小
の
間
に
競
い
、
以
て
讒
賊
に
離
う
。
然
る
に
懐

王
を
責
数
し
、
椒
蘭
（
朝
廷
）
を
怨
悪
し
、
神
を
愁
わ
し
め
思
い
に
苦
し
み
、
強
い
て
其
の
人
を
非
と
し
、
忿
懟
し
て
容
れ
ず
、
江
に
沈
み
て
死
す
、
亦

た
絜
（
潔
）
に
し
て
狂
狷
景
行
の
士
を
貶
す
。
多
く
崑
崙
・
冥
婚
・
宓
妃
・
虚
無
の
語
を
称
し
、
皆
な
法
度
の
政た
だ

し
き
、
経
義
の
載
す
る
所
に
非
ず
。
之

を
『
詩
』
の
風
雅
を
兼
ね
、
而
も
日
月
と
光
を
争
う
と
謂
う
は
、
過
て
り
。

国
に
道
が
行
わ
れ
て
い
れ
ば
才
能
を
顕
し
て
出
仕
し
、
道
が
行
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
才
を
隠
し
て
お
け
る
と
孔
子
が
た
た
え
た
蘧
瑗
（
蘧
伯
玉
）6
や
甯
武

子
7
の
よ
う
な
、
道
が
行
わ
れ
な
い
世
に
は
身
を
隠
し
て
災
い
を
避
け
た
「
君
子
」
を
引
き
合
い
に
出
し
、
さ
ら
に
『
詩
経
』
烝
民
の
「
明
哲
保
身
」
を
引
い

て
、
屈
原
は
こ
う
し
た
君
子
の
道
を
わ
き
ま
え
な
か
っ
た
上
に
、
む
や
み
に
人
を
責
め
て
は
対
立
し
た
挙
句
に
自
沈
し
て
高
潔
の
士
を
も
貶
め
、
崑
崙
な
ど
の

経
書
に
は
見
え
な
い
荒
唐
無
稽
の
語
を
唱
え
て
い
る
と
、
劉
安
の
評
価
を
否
定
す
る
理
由
を
説
明
す
る
。
し
か
し
そ
の
後
で
は

然
其
文
弘
博
麗
雅
、
爲
辭
賦
宗
。
後
世
莫
不
斟
酌
其
英
華
、
則
象
其
從
容
。
自
宋
玉
・
唐
勒
・
景
差
之
徒
、
漢
興
、
枚
乘
・
司
馬
相
如
・
劉
向
・
揚
雄
、

騁
極
文
辭
、
好
而
悲
之
、
自
謂
不
能
及
也
。
雖
非
明
智
之
器
、
可
謂
妙
才
者
也
。

然
る
に
其
の
文
は
弘
博
麗
雅
、辞
賦
の
宗
と
為
す
。
後
世 

其
の
英
華
を
斟
酌
し
、其
の
従
容
を
則
象
せ
ざ
る
も
の
莫
し
。
宋
玉
・
唐
勒
・
景
差
の
徒
よ
り
、

漢
興
り
て
は
、
枚
乗
・
司
馬
相
如
・
劉
向
・
揚
雄
は
、
文
辞
を
騁
極
し
、
好
み
て
之
を
悲
し
み
、
自
ら
謂
え
ら
く
及
ぶ
能
わ
ず
と
。
明
智
の
器
に
非
ず
と

雖
も
、
妙
才
と
謂
う
べ
き
者
な
り
。

と
も
云
い
、「
離
騒
」
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
く
典
麗
な
文
辞
は
漢
に
至
っ
て
も
辞
賦
の
宗
と
仰
が
れ
た
の
で
、
賢
明
で
は
な
く
と
も
文
才
の
妙
は
あ
っ
た
と
評

価
す
る
。
屈
原
と
同
郷
で
あ
り
8
、
自
ら
「
九
思
」
を
作
っ
て
『
楚
辞
章
句
』
の
末
尾
に
収
め
る
な
ど
、
屈
原
の
賢
人
失
志
を
核
と
す
る
楚
辞
文
芸
の
精
神
を

体
得
し
て
い
た
王
逸
に
と
っ
て
、
屈
原
そ
の
人
を
貶
め
る
よ
う
な
班
固
の
評
価
を
承
服
で
き
な
い
の
も
無
理
は
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
王
逸
が
『
詩
経
』
を

大
量
に
引
用
す
る
の
も
、
班
固
の
説
を
引
か
な
い
の
も
尤
も
な
こ
と
で
あ
る
。

で
は
王
逸
が
「
離
騒
」
を
『
詩
経
』
と
同
等
の
も
の
だ
と
主
張
し
た
の
は
、
劉
安
の
「
以
國
風
好
色
而
不
淫
、
小
雅
怨
誹
而
不
亂
，
若
「
離
騷
」
者
、
可
謂

－ 286 －



富
山
大
学
人
文
科
学
研
究

四

兼
之
。」
と
い
う
説
に
賛
同
し
た
た
め
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
王
逸
が
劉
安
の
説
も
引
か
な
い
こ
と
に
対
し
て
説
明
が
つ
か
な
い
。
そ
こ
で
王
逸
の
『
詩

経
』
の
引
用
そ
の
も
の
を
詳
細
に
見
る
と
、
ま
た
違
っ
た
背
景
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
次
章
で
詳
し
く
検
討
し
て
み
よ
う
。

一
、
王
逸
の
引
詩
の
傾
向

王
逸
の
引
詩
の
各
編
ご
と
の
頻
度
は
、
筆
者
の
集
計
に
拠
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

離
騒　
　

13

九
歌　
　

10
（
東
皇
太
一
2　

少
司
命
1　

大
司
命
2　

湘
君
2　

山
鬼
2　

国
殤
1
）

天
問　
　

2

九
章　
　

10
（
惜
誦
3　

哀
郢
2　

懐
沙
2　

悲
回
風
2
）

遠
遊　
　

3

卜
居　
　

0

漁
父　
　

0

九
辯　
　

4

招
魂　
　

7

大
招　
　

5

惜
誓　
　

0

招
隠
士　

0

七
諫　
　

6
（
沈
江
1　

怨
世
2　

自
悲
1　

謬
諫
2
）
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五

哀
時
命　

2

九
懐　
　

3
（
陶
壅
1　

昭
世
1　

通
路
1
）

九
歎　
　

35
（
逢
紛
2　

離
世
2　

怨
思
3　

遠
逝
5　

惜
賢
7　

憂
苦
7　

愍
命
2　

思
古
4　

遠
遊
3
）　

漁
父
・
卜
居
・
惜
誓
・
招
隠
士
は
『
詩
経
』
の
引
用
が
皆
無
で
あ
る
一
方
、
九
歎
が
群
を
抜
い
て
多
い
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
漁
父
」「
卜

居
」
は
明
ら
か
に
屈
原
賦
と
は
異
な
る
趣
を
持
つ
作
品
で
あ
り
、
そ
の
注
も
た
と
え
ば
「
漁
父
」
の
冒
頭
の

屈
原
既
放
、　　

屈
原 
既
に
放
た
れ
、

（
注
）
身
斥
逐
也
。　
　

身
は
斥
逐
せ
ら
る
る
な
り
。

游
於
江
潭
。　

 

江
潭
に
游
ぶ
。

（
注
）
戲
水
側
也
。　
　

水
の
側
に
戯
る
る
な
り
。

行
吟
澤
畔
、　   

行
く
ゆ
く
沢
畔
に
吟
じ
、

（
注
）
履
荊
棘
也
。　
　

荊
棘
を
履ふ

む
な
り
。

顏
色
憔
悴
。　

  

顏
色 

憔
悴
す
。

（
注
）
皯
黴
黑
也
。　
　

皯く
ろ
ずみ
て
黴
黒
た
る
な
り
。

の
よ
う
に
、
本
文
と
は
別
の
有
韻
の
四
字
句
に
な
っ
て
い
て
、
王
逸
以
前
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
小
南
一
郎
に
よ
り
指
摘
さ
れ
る
9

。

「
漁
父
」「
卜
居
」
は
「
屈
原
物
語
」
的
な
性
格
を
持
つ
も
の
で
、
屈
原
作
品
そ
の
も
の
と
は
異
な
り
、
王
逸
も
『
詩
経
』
な
ど
の
経
書
を
引
い
て
新
た
な
注
釈

を
つ
け
、「
離
騒
経
」
の
よ
う
に
「
経
」
の
価
値
を
持
た
せ
る
必
要
が
あ
る
と
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
惜
誓
」
の
王
逸
注
は
『
詩
経
』
は
も
と
よ
り
他
の
書
物
を
一
切
引
か
ず
、「
言
…
…
」
と
そ
の
大
意
を
述
べ
る
形
式
が
大
半
を
占
め
る
。
王
逸
自
身
が
そ
の

序
で
「
惜
誓
者
、
不
知
誰
所
作
也
。
或
曰
賈
誼
、
疑
不
能
明
也
。（
惜
誓
な
る
者
は
、
誰
の
作
り
し
所
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
或
い
は
賈
誼
と
曰
う
も
，
明
ら

か
に
す
る
能
わ
ざ
る
を
疑
う
な
り
。）」
と
云
っ
て
お
り
、
も
と
も
と
由
来
の
は
っ
き
り
し
な
い
（
と
王
逸
が
考
え
た
）
作
品
で
あ
る
故
に
、
経
書
を
引
い
て
権
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威
を
高
め
る
に
は
値
し
な
い
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
招
隠
士
」
の
王
逸
注
は
「
漁
父
」「
卜
居
」
と
同
様
に
、本
文
と
は
別
の
有
韻
の
四
字
句
で
あ
り
、他
の
書
物
を
引
用
し
な
い
の
も
同
じ
で
あ
る
。「
招
隠
士
」

も
道
家
色
が
強
く
、
他
の
屈
原
賦
と
は
異
な
る
趣
を
持
つ
作
品
で
、
小
南
氏
も
「
も
し
招
隠
士
篇
の
存
在
を
重
視
し
、
そ
れ
が
淮
南
王
安
の
も
と
で
作
ら
れ
た

と
す
る
従
来
の
説
を
ひ
と
ま
ず
受
け
入
れ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
（「
招
隠
士
」「
漁
父
」「
卜
居
」
―
―
筆
者
注
）
の
篇
は
、
淮
南
王
劉
安
を
中
心
と
す
る
集
団
の
中
で

の
道
家
思
想
の
展
開
と
関
係
を
持
ち
つ
つ
形
成
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
」10
と
指
摘
す
る
。
ま
た
王
逸
は
「
招
隠
士
」
章
句
序
で

著
作
篇
章
、
分
造
辭
賦
、
以
類
相
從
、
故
或
稱
小
山
、
或
稱
大
山
。
其
義
猶
詩
有
小
雅
・
大
雅
也
。

篇
章
を
著
作
し
、
分
け
て
辞
賦
を
造
り
、
類
を
以
て
相
い
従
う
、
故
に
或
い
は
小
山
と
称
し
、
或
い
は
大
山
と
称
す
。
其
の
義
は
猶
お
詩
に
小
雅
・
大

雅
有
る
が
ご
と
き
な
り
。

と
云
い
、王
逸
が
こ
の
篇
の
作
者
と
す
る
淮
南
小
山
の
名
と
作
品
そ
の
も
の
が
既
に
『
詩
経
』
の
意
を
体
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
も
、改
め
て
注
で
『
詩

経
』
を
引
か
な
い
理
由
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

王
逸
は
『
楚
辞
章
句
』
序
で
「
離
騒
」
に
つ
い
て

屈
原
履
忠
被
譖
、
憂
悲
愁
思
、
獨
依
詩
人
之
義
而
作
離
騷
、
上
以
諷
諫
、
下
以
自
慰
。

屈
原 

忠
を
履
み
て
譖そ
し

ら
れ
、
憂
悲
愁
思
し
、
独
り
詩
人
の
義
に
依
り
て
離
騒
を
作
り
、
上
は
以
て
諷
諫
し
，
下
は
以
て
自
ら
慰
む
。

と
云
い
、
離
騒
経
章
句
序
で
も

離
騷
之
文
、
依
詩
取
興
、
引
類
譬
諭
。
故
善
鳥
香
草
、
以
配
忠
貞
。
惡
禽
臭
物
、
以
比
讒
佞
。
靈
脩
美
人
、
以
媲
於
君
。

離
騒
の
文
は
、『
詩
』
に
依
り
て
興
を
取
り
、
類
を
引
き
て
譬
諭
す
。
故
に
善
鳥
香
草
は
、
以
て
忠
貞
に
配
す
。
悪
禽
臭
物
は
、
以
て
讒
佞
に
比
す
。

霊
脩
美
人
は
、
以
て
君
に
媲
つ
れ
あ
いと
す
。

と
云
う
。
王
逸
が
他
の
経
書
よ
り
遥
か
に
多
く
『
詩
経
』
を
引
く
の
も
、「
離
騒
」
を
『
詩
経
』
の
精
神
を
体
現
し
た
、
経
書
と
同
等
の
存
在
と
し
て
称
揚
す

る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

で
は
漢
代
の
模
作
で
あ
り
、し
か
も
王
逸
と
時
代
も
比
較
的
近
い
劉
向
の
「
九
歎
」
に
注
す
る
の
に
か
く
も
多
く
『
詩
経
』
を
引
く
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
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王
逸
『
楚
辞
章
句
』
に
お
け
る
引
詩
に
つ
い
て

七

少
な
く
と
も
王
逸
が
「
九
歎
」
を
「
離
騒
」
を
超
え
る
「
経
」
と
し
て
称
揚
し
よ
う
と
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
、

漢
代
の
詩
賦
や
そ
の
注
釈
に
お
け
る
『
詩
経
』
の
引
用
を
見
て
み
よ
う
。

二
、
後
漢
初
の
詩
賦
と
『
詩
経
』

前
漢
武
帝
期
以
前
の
辞
賦
に
は
『
詩
経
』
を
踏
ま
え
た
と
み
ら
れ
る
表
現
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
戦
国
期
の
宋
玉
「
神
女
賦
」（『
文
選
』
巻
十
九
）
は
神

女
を

皎
若
明
月
舒
其
光
、
須
臾
之
間
、
美
貌
横
生
、
曄
兮
如
華
、
温
乎
如
瑩
。

皎し
ろ

き
こ
と
明
月
の
若
く
其
の
光
を
舒
べ
、
須
臾
の
間
、
美
貌 

横
生
し
、
曄か
が
やく
こ
と
華
の
如
く
、
温
か
き
こ
と
瑩
の
如
し
。

と
描
く
が
、『
文
選
』
李
善
注
は
『
詩
経
』
陳
風
・
月
出
「
月
出
皎
兮
11
（
月
出 

皎
し
）」
と
同
・
鄭
風
・
有
女
同
車
「
顔
如
蕣
華
（
顔
は
蕣
華
の
如
し
）」、
同
・

斉
風
・
著
「
尚
之
以
瓊
華
12
乎
（
之
に
尚く
わ

う
る
に
瓊
華
を
以
て
す
）」
を
挙
げ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
女
性
の
美
貌
を
い
う
定
型
的
表
現
で
あ
っ
て
、
意
識
的

に
『
詩
経
』
を
引
い
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
武
帝
期
の
司
馬
相
如
の
大
賦
に
も
、
李
善
が
『
毛
詩
』
や
『
韓
詩
』
を
引
い
て
注
す
る
句
は
あ
る
が
、
大
半
は

『
詩
経
』
に
も
そ
の
語
が
見
え
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
前
漢
後
期
か
ら
後
漢
初
の
楚
辞
型
辞
賦
に
は
『
詩
経
』
の
詩
題
や
句
を
用
い
た
表
現
が
盛
ん
に
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば

揚
雄
「
甘
泉
賦
」
儀
刑
孚
于
萬
國
、
愛
敬
盡
于
祖
考
。（
儀
刑
は
万
国
に
孚ま
こ
とと
さ
れ
、
愛
敬
は
祖
考
に
尽
く
さ
る
。）

―
―
大
雅
・
文
王
「
儀
刑
文
王
、
萬
國
作
孚
。（
文
王
に
儀
刑
す
れ
ば
、
万
国 

孚
と
作な

ら
ん
。）」）

同
「
羽
林
賦
」
王
雎
關
關
、
鴻
鴈
嚶
嚶
。
羣
娯
乎
其
中
、
噍
噍
昆
鳴
。
鳬
鷖
振
鷺
、
上
下
砰
礚
、
聲
若
雷
霆
。（
王
雎 

關
關
た
り
、
鴻
鴈 

嚶
嚶
た
り
。

群
れ
て
其
の
中
に
娯
し
み
、
噍
噍
と
し
て
昆
こ
と
ご
とく
鳴
く
。
鳬
鷖
と
振
鷺
は
、
上
下
に
砰ほ
う
か
い礚

（
ぶ
つ
か
り
合
う
）
し
、
声
は
雷
霆
の
若
し
。）

―
―
周
南
・
関
雎
「
關
關
雎
鳩
（
関
関
た
る
雎
鳩
）」、
小
雅
・
鴻
鴈
、
小
雅
・
伐
木
「
鳥
鳴
嚶
嚶
（
鳥
の
鳴
く
こ
と
嚶
嚶
た
り
）」、
大
雅
・
鳬
鷖
、
周
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頌
・
振
鷺
（
詩
題
）

同
「
長
楊
賦
」
於
是
聖
武
勃
怒
、
爰
整
其
旅
。（
是
に
於
い
て
聖
武 

勃
怒
し
、
爰こ
こ

に
其
の
旅
を
整
う
。）

―
―
大
雅
・
皇
矣
「
王
赫
斯
怒
、
爰
整
其
旅
。（
王 

赫
と
し
て
斯こ
こ

に
怒
り
、
爰
に
其
の
旅
を
整
う
。）」

班
固
「
西
都
賦
」
天
人
合
應
、
以
發
皇
明
、
乃
眷
西
顧
、
寔
惟
作
京
。（
天
人 

合
応
し
、
以
て
皇
明
を
発
せ
ば
、
乃
ち
眷
と
し
て
西
に
顧
み
、
寔
に
惟

れ
京
と
作
す
。）

―
―
大
雅
・
皇
矣
「
乃
眷
西
顧
、
此
惟
與
宅
。（
乃
ち
眷
と
し
て
西
に
顧
み
、
此
れ
惟
れ
与
に
宅お

る
。）」

の
如
く
で
あ
る
。
班
固
に
至
っ
て
は
、「
西
都
賦
」
序
で
「
或
曰
、賦
者
古
詩
之
流
也
。（
或
い
は
曰
く
、賦
な
る
者
は
古
詩
の
流
な
り
と
。）」
と
云
い
、「
東
都
賦
」

末
尾
に
『
詩
経
』
型
の
四
言
の
詩
を
乱
辞
の
よ
う
に
付
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、『
詩
経
』
を
意
識
し
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

賦
だ
け
で
は
な
く
、
後
漢
の
成
立
と
さ
れ
る
「
古
詩
十
九
首
」（『
文
選
』
巻
二
十
九
）
で
も
李
善
注
は
『
毛
詩
』
や
鄭
箋
、『
韓
詩
』
を
多
く
引
い
て
い
る
。
そ

の
多
く
は
単
に
『
詩
経
』
に
そ
の
語
が
見
え
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
が
、
句
単
位
で
踏
ま
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
も
ま
ま
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
其
十
二

晨
風
懷
苦
心　
　

晨
風 

苦
心
を
懐い
だ

き
、

蟋
蟀
傷
局
促　
　

蟋
蟀 

局
促
を
傷
む
。

は
、
前
半
の
句
は
秦
風
・
晨
風

鴥
彼
晨
風　
　
　

鴥
（
速
く
飛
ぶ
さ
ま
）
た
る
彼
の
晨
風
（
小
型
の
鷹
の
一
種
）、

鬱
彼
北
林　
　
　

鬱
た
る
彼
の
北
林
。

未
見
君
子　
　
　

未
だ
君
子
を
見
ず
、

憂
心
欽
欽　
　
　

憂
心 

欽
欽
た
り
。

如
何
如
何　
　
　

如
何
ぞ
如
何
ぞ
、

忘
我
實
多　
　
　

我
を
忘
る
る
こ
と
実
に
多
き
は
。
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王
逸
『
楚
辞
章
句
』
に
お
け
る
引
詩
に
つ
い
て

九

の
招
か
れ
な
い
賢
臣
の
愁
い
13
を
、
後
半
の
句
は
唐
風
・
蟋
蟀

蟋
蟀
在
堂　
　
　

蟋
蟀 

堂
に
在
り
、

歳
聿
其
莫　
　
　

歳
は
聿こ
こ

に
其
れ
莫く

れ
ん
。

今
我
不
樂　
　
　

今 

我 

楽
し
ま
ざ
れ
ば
、

日
月
其
除　
　
　

日
月 

其
れ
除さ

ら
ん
。

の
人
生
短
促
の
愁
い
を
踏
ま
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
武
帝
期
を
境
に
し
て
、
そ
れ
よ
り
後
は
辞
賦
へ
の
『
詩
経
』
の
引
用
が
飛
躍
的
に
増
加
す
る
。
そ
の
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

前
漢
の
武
帝
期
ま
で
は
、
経
学
と
詩
賦
は
別
の
も
の
で
あ
り
、
学
者
と
宮
廷
文
人
の
両
方
を
兼
ね
る
人
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
武
帝
の
儒
教
一

尊
政
策
に
よ
っ
て
五
経
博
士
が
学
官
に
立
て
ら
れ
て
か
ら
、
学
者
と
辞
賦
作
家
が
次
第
に
接
近
す
る
よ
う
に
な
る
。
前
漢
末
の
劉
向
・
劉
歆
父
子
や
揚
雄
は
学

者
で
あ
る
と
と
も
に
辞
賦
も
手
が
け
て
お
り
、後
漢
に
な
る
と
『
漢
書
』
を
著
し
た
学
者
で
あ
り
な
が
ら
辞
賦
に
も
「
両
都
賦
」
で
新
境
地
を
開
い
た
班
固
や
、

尚
書
の
官
に
就
い
て
政
治
家
と
し
て
活
躍
し
な
が
ら
、
天
文
暦
算
に
通
じ
、
辞
賦
で
も
『
楚
辞
』
の
遊
行
を
取
り
込
ん
だ
「
思
玄
賦
」
の
よ
う
な
作
品
を
残
し

た
張
衡
の
よ
う
な
人
物
が
現
れ
る
14
。
こ
う
し
た
人
々
の
手
に
よ
っ
て
、
文
学
に
も
経
書
の
語
彙
や
精
神
が
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

『
詩
経
』
の
語
彙
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
内
容
形
式
ま
で
も
辞
賦
に
取
り
込
も
う
と
し
た
前
漢
末
〜
後
漢
初
期
の
文
学
も
、
こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
成
立
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
動
き
は
王
逸
が
『
楚
辞
章
句
』
に
収
め
た
諸
作
品
に
も
及
ん
で
い
た
。
劉
向
「
九
歎
」
で
は
、『
詩
経
』
と
同
じ
語
彙
を
用
い
る
だ

け
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
た
典
故
と
し
て
用
い
て
い
る
表
現
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

若
青
蠅
之
偽
質
兮
、　　

青
蠅
の
質
を
偽
り
、

（
王
注
）
偽
、
猶
變
也
。
青
蠅
變
白
使
黑
、
變
黑
成
白
、
以
喩
讒
佞
。『
詩
』
云
「
營
營
青
蠅
」。

偽
と
は
、猶
お
変
の
ご
と
き
な
り
。
青
蠅
は
白
を
変
じ
て
黒
な
ら
し
め
、黒
を
変
じ
て
白
と
成
す
、以
て
讒
佞
を
喩
う
。『
詩
』に
云
う「
営
営
た
る
青
蠅
」

と
。

晉
驪
姬
之
反
情
。　
　
　

晋
の
驪
姫
の
情
に
反
く
が
若
し
。
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〇

（
王
注
）
言
讒
人
若
青
蠅
變
轉
其
語
、
以
善
為
惡
、
若
晉
驪
姬
以
申
生
之
孝
、
反
為
悖
逆
也
。

言
う
こ
こ
ろ
は
讒
人 

青
蠅
の
其
の
語
を
変
転
し
、
善
を
以
て
悪
と
為
す
が
若
く
、
晋
の
驪
姫
の
申
生
の
孝
を
以
て
、
反
き
て
悖
逆
を
為
す
が
若
き

な
り
。

「
青
蠅
」
は
『
詩
経
』
小
雅
・
青
蠅
に

營
營
青
蠅　
　
　

営
営
た
る
青
蠅
は
、

止
於
樊　
　
　
　

樊
に
止
ま
る
。

と
云
い
、
詩
序
は
「
大
夫
刺
幽
王
也
。（
大
夫
の
幽
王
を
刺そ
し

る
な
り
。）」、
毛
伝
に
「
興
也
。
營
營
、
往
來
貌
。
樊
、
藩
也
。（
興
な
り
。
營
營
と
は
、
往
来
の
貌
。

樊
と
は
、
藩
な
り
。）」、
鄭
箋
に
「
興
者
、
蠅
之
為
蟲
、
汙
白
使
黑
、
汙
黑
使
白
、
喩
佞
人
變
亂
善
惡
也
。
言
止
於
藩
、
欲
外
之
、
令
遠
物
也
。（
興
な
る
者
は
、

蠅
の
虫
為た

る
は
、
白
を
汙け
が

し
て
黒
な
ら
し
め
、
黒
を
汙
し
て
白
な
ら
し
む
、
佞
人
の
善
悪
を
変
乱
す
る
を
喩
う
る
な
り
。
藩
に
止
ま
る
と
言
う
は
，
之
を
外
に

せ
ん
と
欲
し
、
物
を
遠
ざ
け
し
む
る
な
り
。）」
と
云
う
。
劉
向
は
王
逸
や
鄭
玄
よ
り
は
前
の
時
代
の
人
で
あ
る
が
、
当
時
か
ら
『
詩
経
』
の
青
蠅
が
讒
佞
の
喩

え
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
が
故
に
、
劉
向
も
こ
れ
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
劉
向
以
前
の
辞
賦
で
こ
の
典
故
を
用
い
た
例
は
見
ら
れ
な
い
。
王
逸
注
の
「
變

白
使
黑
、
變
黑
成
白
、
以
喩
讒
佞
。」
と
鄭
箋
の
「
汙
白
使
黑
、
汙
黑
使
白
、
喩
佞
人
變
亂
善
惡
也
。」
と
は
内
容
が
似
通
っ
て
い
る
が
、
一
方
が
も
う
一
方
を

利
用
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
劉
向
の
頃
か
ら
あ
っ
た
解
釈
を
王
逸
と
鄭
玄
が
と
も
に
利
用
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
王
逸
「
九
思
」
に
至
っ
て
、『
詩
経
』
の
語
彙
の
み
な
ら
ず
句
を
そ
の
ま
ま
借
り
た
表
現
も
現
れ
る
。「
悼
乱
」
に

鶬
鶊
兮
喈
喈
、
山
鵲
兮
嚶
嚶
。
鴻
鸕
兮
振
翅
、
歸
鴈
兮
于
征
。

鶬
鶊 

喈
喈
た
り
、
山
鵲 

嚶
嚶
た
り
。
鴻
鸕 

翅
を
振
る
い
、
帰
鴈 
于ゆ

き
征
く
。

と
云
い
、
一
句
目
は
小
雅
・
出
車
の
「
倉
庚
喈
喈
（
倉
庚 

喈
喈
た
り
）」
を
、
二
句
目
は
同
・
伐
木
の
「
鳥
鳴
嚶
嚶
（
鳥
の
鳴
く
こ
と
嚶
嚶
た
り
）」
を
、
三
・

四
句
目
も
小
雅
・
鴻
鴈
の
「
鴻
鴈
于
飛
、
肅
肅
其
羽
。
之
子
于
征
、
劬
勞
于
野
。（
鴻
鴈 
于
き
飛
ぶ
、
粛
粛
た
る
其
の
羽
。
之
の
子 

于
き
征
き
、
野
に
劬
勞
す
。）」

を
用
い
て
い
る
。「
離
騒
」
を
「
依
詩
人
之
義
而
作
」
と
『
詩
経
』
に
結
び
つ
け
て
そ
の
権
威
を
高
め
よ
う
と
し
た
王
逸
は
、
自
身
も
「
詩
人
の
義
に
依
」
っ

た
作
品
を
作
っ
て
、
経
書
の
精
神
を
体
現
し
た
楚
辞
文
芸
を
実
践
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。

－ 278 － － 279 －



王
逸
『
楚
辞
章
句
』
に
お
け
る
引
詩
に
つ
い
て

一
一

三
、『
楚
辞
章
句
』
引
詩
の
意
図
―
―
結
語
に
代
え
て

で
は
王
逸
が
劉
向
「
九
歎
」
を
『
詩
経
』
と
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
意
図
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。

『
漢
書
』
芸
文
志
・
詩
賦
略
に
は

春
秋
之
後
、
周
道
𥧲
壞
、
聘
問
歌
詠
不
行
於
列
國
、
學
詩
之
士
逸
在
布
衣
、
而
賢
人
失
志
之
賦
作
矣
。
大
儒
孫
卿
及
楚
臣
屈
原
離
讒
憂
國
、
皆
作
賦
以

風
、
咸
有
惻
隱
古
詩
之
義
。

春
秋
の
後
、
周
道 

𥧲
壊
し
、
聘
問
・
歌
詠
は
列
国
に
行
わ
れ
ず
、
詩
を
学
ぶ
の
士
は
逸
し
て
布
衣
に
在
り
、
而
し
て
賢
人
失
志
の
賦 

作お
こ

れ
り
。
大
儒

孫
卿
及
び
楚
臣
屈
原 

讒
に
離か
か

り
て
国
を
憂
え
、
皆
な
賦
を
作
り
て
以
て
風
し
、
咸み

な
古
詩
を
惻
隠
す
る
の
義
有
り
。

と
云
い
、
こ
の
説
は
劉
向
・
劉
歆
『
七
略
』
の
説
を
班
固
が
録
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
賢
人
失
志
の
賦
は
『
詩
経
』
を
学
ん
だ
士
が
戦
国
期
に

四
散
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
と
し
て
お
り
、
屈
原
賦
の
源
流
も
『
詩
経
』
に
あ
る
と
云
う
。

劉
向
と
前
後
し
て
、
辞
賦
は
『
詩
経
』
へ
接
近
し
て
い
く
。
既
述
の
通
り
、
劉
向
よ
り
や
や
後
の
揚
雄
が
「
羽
林
賦
」
で
『
詩
経
』
の
詩
題
や
語
を
き
ら
び

や
か
に
ち
り
ば
め
、
班
固
は
さ
ら
に
大
々
的
に
辞
賦
に
『
詩
経
』
を
取
り
込
む
こ
と
で
、
そ
の
権
威
を
高
め
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
た
流
れ
は
そ
の
後
の
辞
賦

作
家
に
も
継
承
さ
れ
、
王
逸
の
頃
に
は
既
に
標
準
的
な
技
法
と
し
て
定
着
し
て
い
た
。

一
方
の
楚
辞
文
芸
は
、
屈
原
あ
る
い
は
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
失
志
の
賢
人
を
天
界
や
地
の
果
て
に
遊
行
さ
せ
る
と
い
う
枠
組
み
を
、
辞
賦
に
奪
わ
れ
つ
つ

あ
っ
た
。
た
と
え
ば
劉
歆
が
『
左
伝
』
を
は
じ
め
と
す
る
古
文
経
を
学
官
に
立
て
て
も
ら
う
べ
く
運
動
し
て
失
敗
し
、
朝
臣
た
ち
の
迫
害
を
恐
れ
て
自
ら
五
原

（
現
内
蒙
古
自
治
区
）
太
守
に
転
出
し
た
際
に
作
っ
た
騒
体
の
賦
「
遂
初
賦
」
は
、

昔
遂
初
之
顯
祿
兮
、
遭
閭
闔
之
開
通
。
…
…
惟
太
階
之
侈
闊
兮
、
機
衡
為
之
難
運
。
懼
魁
杓
之
前
後
兮
、
遂
隆
集
於
河
濱
。
遭
陽
侯
之
豐
沛
兮
、
乘
素

波
以
聊
戾
。
得
玄
武
之
嘉
兆
兮
、
守
五
原
之
烽
燧
。

昔 

遂
初
の
顕
禄
、
閭
闔
の
開
通
に
遭
う
（
天
門
が
開
く
よ
う
に
宮
廷
に
入
っ
て
高
位
を
得
た
）。
…
…
惟
れ
太
階
の
侈
闊
に
し
て
（
三
公
や
外
戚
が
権
勢
を
恣
に
し
）、
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一
二

機
衡 

之
が
為
に
運
し
難
し
（
北
斗
の
如
き
天
子
の
御
意
向
も
思
う
に
任
せ
な
い
）。
懼
る
る
は
魁
杓
の
前
後
し
（
北
斗
の
本
体
と
柄
の
前
後
が
逆
に
な
る
よ
う
に
）、
遂
に

隆
ん
に
河
浜
に
集
う
を
（
佞
臣
ど
も
が
洛
陽
の
都
に
集
ま
っ
て
く
る
こ
と
を
）。
陽
侯
の
豊
沛
な
る
に
遭
い
（
波
の
神
が
盛
ん
に
波
を
立
て
る
よ
う
に
激
し
い
誹
謗
に
遭
い
）、

素
波
に
乗
り
て
以
て
聊
戻
す
（
舟
が
揺
れ
動
い
て
進
ま
な
い
）。
玄
武
の
嘉
兆
を
得
て
（
北
方
が
吉
方
で
あ
る
と
知
り
）、
五
原
の
烽
燧
を
守
ら
ん
。

と
転
出
の
経
緯
を
述
べ
て
か
ら
、

馳
太
行
之
嚴
防
兮
、
入
天
井
之
喬
關
。
歷
岡
岑
以
升
降
兮
、
馬
龍
騰
以
起
攄
。
舞
雙
駟
以
優
遊
兮
、
濟
黎
侯
之
舊
居
。
心
滌
蕩
以
慕
遠
兮
、
回
高
都
而

北
征
。
劇
強
秦
之
暴
虐
兮
、
弔
趙
括
於
長
平
。
好
周
文
之
嘉
德
兮
、
躬
尊
賢
而
下
士
。

太
行
の
厳
防
を
馳
せ
、
天
井
の
喬
関
（
太
行
山
の
主
峰
に
あ
っ
た
関
所
）
に
入
る
。
岡
岑
を
歴へ

て
以
て
升
降
し
、
馬
は
竜
の
ご
と
く
騰
り
て
以
て
起た

ち
攄の

ぶ
。

双
駟
を
舞
わ
し
め
以
て
優
遊
し
、
黎
侯
（
周
の
文
王
に
滅
ぼ
さ
れ
た
殷
の
諸
侯
の
名
）
の
旧
居
（
現
山
西
省
長
治
市
）
を
済わ
た

る
。
心
は
滌
蕩
し
て
以
て
遠
き
（
古
代
の

聖
賢
）
を
慕
い
、
高
都
（
天
井
関
の
あ
っ
た
県
）
を
回め
ぐ

り
て
北
征
す
。
強
秦
の
暴
虐
を
劇は
げ

し
と
し
、
趙
括
を
長
平
に
弔
う
15
。
周
文
（
周
の
文
王
）
の
嘉
徳
の
、

躬み
ず
から
賢
を
尊
び
て
士
に
下
る
を
好よ

み
す
。

と
、
五
原
に
向
か
う
途
中
の
古
人
ゆ
か
り
の
地
で
そ
の
遺
徳
を
し
の
ぶ
様
子
を
描
き
、

美
不
必
爲
偶
兮
、
時
有
差
而
不
相
及
。
雖
韞
寶
而
求
賈
兮
、
嗟
千
載
其
焉
合
。
昔
仲
尼
之
淑
聖
兮
、
竟
隘
窮
乎
蔡
陳
。
彼
屈
原
之
貞
專
兮
、
卒
放
沉
於

湘
淵
。
何
方
直
之
難
容
兮
、
柳
下
黜
出
而
三
辱
。

美
は
必
ず
し
も
偶
を
為
さ
ず
、時
に
差
有
り
て
相
い
及
ば
ず
。宝
を
韞つ
つ

み
て
賈
を
求
む
と
雖
も
、嗟あ
あ 

千
載
其
れ
焉い
ず
くに
か
合
わ
ん
。昔 

仲
尼
の
淑
聖
な
る
も
、

竟
に
蔡
陳
に
隘
窮
す
。
彼
の
屈
原
の
貞
専
な
る
も
、
卒つ
い

に
湘
淵
に
放
沈
す
。
何
ぞ
方
直
（
方
正
の
士
）
の
容
れ
ら
れ
難
き
、
柳
下 

黜
出
し
て
三
た
び
辱
め

ら
る
16
。

と
、
遊
説
の
途
上
蔡
や
陳
の
地
で
困
窮
し
た
孔
子
や
汨
羅
江
に
自
沈
し
た
屈
原
な
ど
、
明
君
に
出
会
え
な
か
っ
た
聖
賢
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
「
立
派
な
人
物
が

う
ま
く
理
解
者
に
会
え
る
と
は
限
ら
ず
、時
が
合
わ
な
け
れ
ば
出
会
え
な
い
」
と
い
う
、『
楚
辞
』
離
騒
や
九
章
で
も
繰
り
返
し
う
た
わ
れ
る
テ
ー
ゼ
を
掲
げ
る
。

賦
は
さ
ら
に

軼
中
國
之
都
邑
兮
、
登
句
注
以
陵
厲
。
歷
雁
門
而
入
雲
中
兮
、
超
絕
轍
而
遠
逝
。
濟
臨
沃
而
遙
思
兮
、
忽
垂
意
兮
邊
都
。
野
蕭
條
以
寥
廓
兮
、
陵
谷
錯
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王
逸
『
楚
辞
章
句
』
に
お
け
る
引
詩
に
つ
い
て

一
三

以
盤
紆
。
飄
寂
寥
以
荒
昒
兮
、
沙
埃
起
之
杳
冥
。

中
国
の
都
邑
を
軼す

ぎ
、
句こ
う
ち
ゅ
う注（

雁
門
山
）
に
登
り
て
以
て
陵
厲
（
意
気
盛
ん
な
さ
ま
）
た
り
。
雁
門
を
歴
て
雲
中
に
入
り
、
絶
轍
（
車
も
通
ら
な
い
地
）
を
超

え
て
遠
く
逝
く
。
臨
沃
を
済
り
て
遥
か
に
思
い
、忽
ち
意お
も
いを
辺
都
（
五
原
）
に
垂
る
。
野
は
蕭
条
と
し
て
以
て
寥
廓
た
り
、陵
谷
は
錯ま
じ

り
て
以
て
盤
紆
す
（
曲

が
り
く
ね
る
）。
飄
は
寂
寥
と
し
て
以
て
荒
昒
（
ぼ
ん
や
り
と
し
て
見
え
な
い
さ
ま
）
た
り
、
沙
埃
は
起
ち
て
杳
冥
た
り
。

と
、
中
原
を
去
っ
て
荒
涼
た
る
世
界
へ
と
遊
行
す
る
場
面
に
続
く
が
、『
楚
辞
』
離
騒
や
九
章
な
ど
に
う
た
わ
れ
る
天
上
世
界
へ
の
遊
行
と
は
異
な
り
、
あ
く

ま
で
現
実
世
界
の
苦
難
に
満
ち
た
旅
を
描
く
も
の
で
あ
る
。
末
尾
に
は
『
楚
辞
』
と
同
様
の
乱
辞
を
付
し
、「
守
信
保
己
、
比
老
彭
兮
。（
信
を
守
り
己
を
保
ち
、

老
彭
に
比
せ
ん
。）」
と
、「
離
騒
」
の
乱
辞
の
末
尾
「
吾
將
從
彭
咸
之
所
居
（
吾 

将
に
彭
咸
の
居
る
所
に
従
わ
ん
）」
や
「
九
章
」
橘
頌
の
末
尾
「
行
比
伯
夷
、

置
以
爲
像
兮
。（
行
い
は
伯
夷
に
比
す
、
置
き
て
以
て
像
と
為
さ
ん
。）」
を
思
わ
せ
る
句
で
結
ぶ
。
こ
の
よ
う
に
『
楚
辞
』
に
頻
出
す
る
モ
チ
ー
フ
や
、「
佞
臣

に
よ
る
讒
謗
↓
君
主
の
無
理
解
に
よ
る
放
逐
↓
理
解
者
を
求
め
て
天
や
地
の
果
て
へ
遊
行
」
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
を
用
い
な
が
ら
、
屈
原
を
歌
う
の
で
は
な
く
己

の
苦
衷
を
歌
う
こ
と
で
、
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
陥
っ
た
楚
辞
文
芸
の
枠
組
み
を
抜
け
出
し
、
そ
の
後
の
班
彪
「
北
征
賦
」
や
班
昭
「
東
征
賦
」
に
代
表
さ
れ
る
行

旅
賦
へ
の
道
を
開
い
た
。
後
漢
に
な
る
と
、
張
衡
「
思
玄
賦
」
の
よ
う
に
屈
原
伝
説
と
無
関
係
に
遠
遊
を
描
い
た
後
で
、
最
後
に
「
不
出
戸
而
知
天
下
兮
、
何

必
歴
遠
以
劬
勞
（
戸
を
出
で
ず
し
て
天
下
を
知
れ
ば
、
何
ぞ
必
ず
し
も
遠
き
を
歴
て
以
て
劬
勞
せ
ん
）」
と
云
い
、
遠
遊
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
み
せ
る
よ
う

な
作
品
も
生
ま
れ
る
に
至
っ
た
。
班
固
が
劉
安
の
「
以
國
風
好
色
而
不
淫
、小
雅
怨
誹
而
不
亂
、若
離
騷
者
、可
謂
兼
之
。」
を
過
大
評
価
だ
と
主
張
し
た
の
も
、

屈
原
は
文
才
が
あ
っ
て
も
君
子
の
道
を
体
得
し
て
い
な
い
と
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
離
騒
」
か
ら
屈
原
と
い
う
強
固
な
桎
梏
を
取
り
去
り
、
文
辞
の
粋

の
み
を
継
承
し
て
辞
賦
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

王
逸
は
こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
て
、「
離
騒
」
に
始
ま
る
屈
原
賦
だ
け
で
は
な
く
、
劉
向
「
九
歎
」
が
『
詩
経
』
を
盛
ん
に
用
い
て
い
る
こ
と
を
強
調
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
班
固
の
評
価
を
否
定
し
、
屈
原
以
来
の
伝
統
を
汲
ん
で
今
に
伝
わ
る
楚
辞
文
芸
も
、『
詩
経
』
と
、
さ
ら
に
辞
賦
と
同
等
の
、
新
た
な
可

能
性
を
秘
め
た
文
芸
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
現
実
に
は
、『
楚
辞
章
句
』は『
楚
辞
』諸
作
品
の
注
釈
と
し
て
不
動
の
権
威
を
獲
得
し
た
も
の
の
、王
逸
が
め
ざ
し
た
楚
辞
文
芸
の
復
興
は
か
な
わ
ず
、

『
楚
辞
章
句
』
の
最
後
に
置
か
れ
た
王
逸
自
身
の
作
品
「
九
思
」
は
、
皮
肉
に
も
楚
辞
文
芸
の
掉
尾
を
飾
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
は
い
え
賢
人
失
志
、
遊
行
、
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一
四

価
値
の
正
邪
の
顛
倒
、
南
方
の
草
木
や
民
俗
と
い
っ
た
楚
辞
文
芸
を
構
成
す
る
モ
チ
ー
フ
は
、
他
の
文
学
ジ
ャ
ン
ル
に
取
り
込
ま
れ
る
形
で
そ
の
後
も
生
き
続

け
た
の
で
あ
り
、
そ
の
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
今
後
に
残
さ
れ
た
重
要
な
課
題
と
い
え
よ
う
。

従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
王
逸
が
『
楚
辞
』
離
騒
を
「
経
」
に
し
よ
う
と
し
て
『
楚
辞
章
句
』
を
著
し
た
こ
と
は
、
一
面
で
は
確
か
に
正
し
い
。

し
か
し
『
楚
辞
』
が
畢
竟
「
辞
」、
即
ち
文
芸
で
あ
る
こ
と
を
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
先
秦
期
に
は
自
覚
的
な
文
芸
は
、「
詩
」
と
楚
辞

文
芸
を
除
け
ば
「
歌
」
と
そ
れ
に
附
随
す
る
物
語
し
か
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
『
論
語
』
微
子
に
録
さ
れ
た
「
楚
狂
接
輿
歌
」17
、『
孟
子
』
離
婁
上
に
録
さ

れ
た
「
孺
子
歌
」18
等
で
あ
る
。
し
か
し
王
逸
の
頃
に
は
辞
賦
が
文
芸
と
し
て
確
立
し
て
い
た
。『
楚
辞
』
も
辞
賦
の
源
流
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
「
経
」
で

あ
る
と
と
も
に
文
芸
で
も
あ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、『
詩
経
』
は
そ
の
こ
と
を
実
証
す
る
た
め
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
王
逸

は
「
離
騒
」
を
五
経
の
精
神
に
基
づ
く
も
の
と
主
張
し
な
が
ら
も
、『
楚
辞
章
句
』
で
経
書
の
中
で
も
群
を
抜
い
て
大
量
に
『
詩
経
』
を
引
用
し
、劉
向
「
九
歎
」

と
『
詩
経
』
と
の
関
係
の
深
さ
を
強
調
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。

附
記本

稿
は
二
〇
一
九
年
十
一
月
に
中
国
湖
南
省
汨
羅
市
に
て
開
催
さ
れ
た
「
楚
辞
国
際
学
術
研
討
会
曁
中
国
屈
原
学
会
第
十
八
届
年
会
」
に
お
け
る
口
頭
発
表

「
論
王
逸
引《
詩
》」の
予
稿
を
も
と
に
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
基
盤
研
究（
Ｃ
）課
題
番
号17K

02635 （
代
表
：
田
島
花
野
）

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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王
逸
『
楚
辞
章
句
』
に
お
け
る
引
詩
に
つ
い
て

一
五

注１　

宮
野
直
也
「『
楚
辞
章
句
』
引
書
考
」、『
鹿
児
島
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
一
一
巻
一
号
、
一
九
九
〇
年

２　
「
左
右
采
獲
」
は
『
漢
書
』
夏
侯
勝
伝
の
「
勝
從
父
子
建
、
字
長
卿
。
自
師
勝
及
歐
陽
高
、
左
右
采
獲
。（
勝
の
従
父
の
子 

建
、
字
は
長
卿
。
自
ら
勝
及
び
欧
陽
高
を
師
と
し
、

左
右
よ
り
采
獲
す
。）」
か
ら
引
い
た
も
の
。

３　

蒋
天
枢
「
論
『
楚
辞
章
句
』」、『
楚
辞
論
文
集
』、
陝
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
二
年
所
収
、
二
一
八
頁

４　
「
孝
章
即
位
、
深
弘
道
藝
、
而
班
固
・
賈
逵
復
以
所
見
改
易
前
疑
、
各
作
『
離
騷
經
章
句
』。（
孝
章 

即
位
し
、
深
く
道
芸
を
弘
め
、
而
し
て
班
固
・
賈
逵
復
た
見
し
所
を
以

て
前
疑
を
改
易
し
、
各
お
の
『
離
騒
経
章
句
』
を
作
る
。）」（
王
逸
『
楚
辞
章
句
』
離
騒
後
叙
）

５　

宮
野
直
也
、
前
掲
論
文
、
二
五
九
頁

６　
『
論
語
』
衛
霊
公
「
君
子
哉
蘧
伯
玉
。
邦
有
道
則
仕
、
邦
無
道
則
可
卷
而
懷
之
。（
君
子
な
る
か
な
蘧
伯
玉
。
邦
に
道
有
れ
ば
則
ち
仕
え
、
邦
に
道
無
け
れ
ば
則
ち
巻
い
て
之

を
懐
に
す
べ
し
。）」

７　
『
論
語
』
公
冶
長
「
邦
有
道
則
知
、
邦
無
道
則
愚
。（
邦
に
道
有
れ
ば
則
ち
知
、
邦
に
道
無
け
れ
ば
則
ち
愚
な
り
。）」

８　
『
後
漢
書
』
文
苑
伝
に
王
逸
は
南
郡
宜
城
（
湖
北
省
）
の
人
と
云
い
、
屈
原
の
出
身
地
と
さ
れ
る
秭
帰
（
湖
北
省
）
と
は
近
い
。
な
お
『
楚
辞
章
句
』
の
「
九
思
」
序
に
「
逸

與
屈
原
同
土
共
國
、
悼
傷
之
情
與
凡
有
異
。（
王
逸
は
屈
原
と
同
郷
の
出
身
で
あ
り
、
彼
を
悼
む
気
持
ち
は
通
常
の
人
々
と
は
異
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。）」
と
云
う
が
、
洪
興

祖
補
注
が
既
に
王
逸
の
子
の
王
延
寿
の
作
と
し
て
お
り
、
実
際
に
こ
の
序
が
王
逸
の
手
に
な
る
か
ど
う
か
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。

９　

小
南
一
郎
『
楚
辞
と
そ
の
注
釈
者
た
ち
』
第
四
章
第
一
節
、
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
三
年

10　

小
南
一
郎
、
前
掲
書
、
三
一
六
頁

11　

李
善
注
は
「
兮
」
を
「
矣
」
に
作
る
。

12　

李
善
注
は
「
華
」
を
「
瑩
」
に
作
る
。

13　

詩
序
は
「
刺
康
公
也
。
忘
穆
公
之
業
、
始
棄
其
賢
臣
焉
。（
康
公
を
刺そ

し

る
な
り
。
穆
公
の
業
を
忘
れ
、
始
め
て
其
の
賢
臣
を
棄
つ
。）」
と
云
い
、「
鴥
彼
晨
風
、
鬱
彼
北
林
。」

に
毛
伝
は
「
先
君
招
賢
人
、
賢
人
往
之
、
駛
疾
如
晨
風
之
飛
入
北
林
。（
先
君 

賢
人
を
招
き
、
賢
人 

之
に
往
き
、
駛
疾
な
る
こ
と
晨
風
の
北
林
に
飛
び
入
る
が
如
し
。）」
と

注
す
る
。

14　

狩
野
直
禎
「
趙
岐
考
」、『
史
窓
』
三
八
号
、
一
九
八
〇
年
、
四
四
〜
四
五
頁

15　

趙
括
は
戦
国
時
代
趙
の
名
将
趙
奢
の
子
。
趙
の
孝
成
王
四
年
（
前
二
六
〇
年
）、
将
軍
廉
頗
に
代
わ
っ
て
長
平
（
現
山
西
省
高
平
県
）
の
守
備
に
就
き
、
秦
軍
の
進
攻
を
止
め

よ
う
と
し
た
が
、
兵
法
書
に
通
じ
て
い
る
こ
と
を
過
信
し
て
臨
機
応
変
の
対
応
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
大
敗
し
、
自
ら
も
戦
死
し
た
。『
史
記
』
廉
頗
藺
相
如
列
伝
に
見
え
る
。

16　

柳
下
は
春
秋
時
代
魯
の
大
夫
柳
下
恵
。『
論
語
』
微
子
に
、
柳
下
恵
が
士
師
（
廷
尉
）
と
な
っ
て
三
回
罷
免
さ
れ
、
人
が
「
他
国
へ
去
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
言
う
と
「
正

直
さ
を
守
っ
て
仕
え
れ
ば
ど
こ
へ
行
っ
て
も
三
度
は
退
け
ら
れ
る
」
と
答
え
た
と
い
う
。「
柳
下
惠
爲
士
師
、
三
黜
。
人
曰
「
子
未
可
以
去
乎
。」
曰
「
直
道
而
事
人
、
焉
往
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而
不
三
黜
。
枉
道
而
事
人
、
何
必
去
父
母
之
邦
。」」

17　

楚
狂
接
輿
歌
而
過
孔
子
曰
「
鳳
兮
鳳
兮
、何
德
之
衰
。
往
者
不
可
諫
、來
者
猶
可
追
。
已
而
已
而
、今
之
從
政
者
殆
而
。」
孔
子
下
、欲
與
之
言
。
趨
而
辟
之
、不
得
與
之
言
。（
楚

狂
接
輿 

歌
い
て
孔
子
を
過よ
ぎ

り
て
曰
く
「
鳳
よ
鳳
よ
、
何
ぞ
徳
の
衰
え
た
る
。
往
者
は
諫
む
べ
か
ら
ず
、
来
者
は
猶
お
追
う
べ
し
。
已
み
な
ん
已
み
な
ん
、
今
の
政
に
従
う
者

は
殆あ

や
うし
。」
と
。
孔
子 

下
り
、
之
と
言
わ
ん
と
欲
す
。
趨は
し

り
て
之
を
辟さ

け
、
之
と
言
う
を
得
ず
。）

18　

孟
子
曰
「
…
…
有
孺
子
歌
曰
『
滄
浪
之
水
清
兮
、
可
以
濯
我
纓
。
滄
浪
之
水
濁
兮
、
可
以
濯
我
足
。』
孔
子
曰
『
小
子
聽
之
。
清
斯
濯
纓
、
濁
斯
濯
足
矣
、
自
取
之
也
。』」（
孟

子
曰
く
「
…
…
孺
子
有
り
歌
い
て
曰
く
『
滄
浪
の
水
清す

ま
ば
、
以
て
我
が
纓
を
濯あ
ら

う
べ
し
。
滄
浪
の
水
濁
ら
ば
、
以
て
我
が
足
を
濯
う
べ
し
』
と
。
孔
子
曰
く
『
小
子 

之
を

聴
け
。
清
け
れ
ば
斯
に
纓
を
濯
わ
れ
、
濁
れ
ば
斯
に
足
を
濯
わ
る
、
自
ら
之
を
取
る
な
り
』
と
。」）
な
お
『
楚
辞
』
漁
父
に
も
同
じ
歌
が
漁
父
の
歌
と
し
て
「
世
の
人
々
が

高
潔
な
ら
自
分
も
高
潔
で
い
れ
ば
よ
い
。
世
の
人
々
が
汚
れ
て
い
れ
ば
自
分
も
汚
れ
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
文
脈
で
引
か
れ
て
い
る
。
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